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「多言語による高校進学ガイダンス」を振り返って
「多言語による高校進学ガイダンス」を開催して
昨年度から始まった県北地区での「多言語による
高校進学ガイダンス」が、今年度は那須塩原市で
開催されました。宇都宮大学の関係者や学生、内
留生の見事なチームワ クーのもと準備を整えて、参加
者をお迎えしました。
本市には外国籍児童生徒教育の拠点校が 3校あ
りますが、そのいずれもが小学校であり、中学校で
の日本語教育のニーズはそれほど高くはありません。
参加申し込みは頂いたものの、果たして当日、どれく
らいの人が集まるだろうかと一抹の不安を抱いており
ましたが、それは私の杞憂に過ぎませんでした。
赤ちゃん連れの家族を含め、一家総出で沢山の
方が集まり、ポルトガル語・スペイン語・フィリピン語・
優しい日本語のテーブルに分かれて、高校進学の説
明に熱心に聞き入っていました。話は入試に関する
基本情報の説明がほとんどでしたが、その一つ一つ
に「そうなのか」と多くの人が頷く様子に、外国籍
栃木市における初めての「多言語による高校進学
ガイダンス」には、予想をはるかに上回る多くの参加
がありました。進学に関する多くの情報や悩みなどが
参加者の間で共有され、２時間という時間は、またた
くまに過ぎていきました。高校進学に関する保護者の
関心の高さを改めて認識するとともに、「それぞれの
母語に対応した通訳」というこの上ないサ ビースに、
保護者が安心して参加できたのが、本ガイダンスの
成功の理由だと感じています。
外国人児童生徒の編入等に関する業務に携わっ
て２年目になりますが、最初の面談のときには不安そ
うな子どもたちが、１年もすると日本の学校生活にも
すっかり慣れ、友達もでき、笑顔で遊ぶ姿が見られま
児童生徒への進路情報の不足と共に、こうしたガイ
ダンスの必要性を強く感じました。
最も心に残ったことを一つ書かせていただきたいと
思います。参加者の中に一言も話をしない男子生徒
がいました。そんな彼の存在に気づいた通訳の青年
が、「君はポルトガル語を話さないの？」と声をかけま
した。頷く彼に「どうして？もったいないよ。●×▲□？・・」
とポルトガル語で何かを助言した瞬間、彼の顔がぱっ
と輝きました。今まで、日本人の中で母語を話すこと
にためらいを感じていた彼にとって、堂 と々ポルトガル
語を話す青年の笑顔は、大きな勇気を与えたようでし
た。それは又、ブラジル人としてのアイデンティティと
誇りを彼が取り戻した瞬間だと感じました。
本ガイダンスは、外国人・日本人を問わず、様々
な立場にある参加者すべてにとって、非常に有益な
時間であったと思います。
す。一方、保護者の中には、日本語で書かれた学
校からのプリントが理解できず、学校の様子も子ども
の話でしかわからないといった保護者もいます。そし
て親にとっても子にとっても、直面する大きな課題の
一つは、高校進学であるといえます。進学できるかど
うかという問題もさることながら、制度自体を知らない、
わからないということが大きな問題であるのです。
このような現状において、ＨＡＮＤＳプロジェクトによ
る本ガイダンスは、大きな意味があります。進学を目
の前にした中学生の保護者はもちろんのこと、小学
生の保護者であっても、子どもの将来を本気になって
考えるために、大変貴重な内容を提供していただきま
した。また、場当たり的な進路ではなく、将来を見据
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